
手づくりの「木の城」

平成９年度神戸マイスター
に選ばれた山口巌さん

）

’

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
ご
婚
礼
衣
裳
大
展
示
会

つ
る
や
衣
裳
店

「
つ
る
や
衣
裳
店
」
の
大
展
示

会
が
廻
月
加
日
（
土
）
虹
日

（
日
）
ｎ
時
〜
Ⅳ
時
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
国
際
展
示
場
２
号

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
桂
由
美

を
は
じ
め
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
、
ミ

ラ
・
シ
ョ
ー
ン
な
ど
人
気
ブ
ラ

ン
ド
の
新
作
が
洋
・
和
装
と
も

一
堂
に
集
ま
る
、
神
戸
で
は
最

大
の
規
模
。
衣
裳
選
び
に
は
専

門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
を
。

国
お
問
い
合
わ
せ

つ
る
や
衣
裳
・
神
戸
元
町
店

趣
０
７
８
．
３
２
１
．
０
３
６
０

神
戸
百
店
会
だ
よ
り新作ドレス中心の多彩なライ

ンナップ

家
具
の
老
舗
「
オ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
富
屋
」
か
ら
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
城

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
一
本
の
木

を
そ
の
ま
ま
切
り
抜
い
た
「
木

の
城
」
（
１
０
０
０
円
相
当
）
を
３

名
の
方
に
。
お
城
の
突
挫
出
部
を

軽
く
手
で
押
す
と
、
引
っ
込
む

仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
な
か

な
か
の
ア
イ
デ
ア
商
品
。

国
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通

３
．
１
．
帽
ツ
イ
ン
ズ
ト
ア
ビ
ル
４
Ｆ

月
刊
神
戸
っ
子
「
木
の
城
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

（
高
橋
）
」
ま
で

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

☆
「
木
の
城
」
を
３
名
様
に

オ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
富
屋

如
月
９
日
、
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
で
平

成
９
年
度
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
５
名

の
方
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
婦
人
帽
子
マ
キ
シ

ン
の
山
口
巌
さ
ん
の
姿
も
。
エ

レ
ガ
ン
ト
で
フ
ォ
ー
マ
ル
、
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
繊
細
な
仕
立
て

が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

昭
和
巽
年
の
入
社
以
来
蛇
年

間
、
研
錨
を
重
ね
、
日
本
人
に

合
っ
た
婦
人
帽
子
の
秀
作
を
つ

く
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ト

ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
制

帽
、
皇
室
・
雅
子
妃
殿
下
の
帽

子
、
全
日
空
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
旧
）

の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
制
帽
な

ど
を
今
ま
で
に
手
掛
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

国
お
問
い
合
わ
せ

婦
人
帽
子
マ
キ
シ
ン

神
戸
市
車
央
区
北
長
狭
通
２
．
６
・
柏

孟
０
７
８
．
３
３
１
．
６
７
１
１

営
業
時
間
伯
時
〜
伯
時
日
曜
休

8６

Ｃ
ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
ｏ
Ｎ
Ｉ
－

☆
拍
周
年
記
念

Ｕ
Ｃ
Ｃ
加
誹
博
物
館
一

ポ
ー
ト
ピ
ア
皿
で
人
気
を
博
一

し
た
巨
大
な
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
一

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ー
ヒ
ー
博
物
館
に
生
ま
れ
変
わ
一

っ
て
ｎ
周
年
を
迎
え
ま
す
。
世
一

界
初
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門
の
博
物
一

館
と
し
て
話
題
と
な
り
ま
し
｜

｜
た
。
故
上
島
忠
雄
会
長
の
喜
寿
一

一
に
あ
た
り
開
館
し
て
以
来
、
．
’

－
－
ヒ
ー
の
生
い
立
ち
や
伝
播
の
一

一
歴
史
、
栽
培
方
法
な
ど
を
展
示
、
一

一
映
像
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
｜

一
れ
て
い
ま
す
。

一
「
博
物
館
は
未
来
永
劫
に
わ
た
一

一
っ
て
未
完
端
建
と
諸
岡
博
熊
館
一

一
長
の
持
論
を
も
と
に
、
加
年
を
一

一
節
目
に
、
さ
ら
に
新
し
い
時
代
一

一
の
博
物
館
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
｜

一
ま
す
。

一
回
お
問
い
合
わ
せ

一
Ｕ
Ｃ
Ｃ
瑚
排
博
物
館

一
神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
．
６
．
２
一

一
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
「
南
公
園
」
駅
前
一

一
通
０
７
８
．
３
０
２
．
８
８
８
０
｜

｜
営
業
時
間
加
時
〜
打
時
月
曜
休
祝
日
の
一

一
翌
日
休

1 0 周年を迎えたＵＣＣコーヒー博物館

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

☆
山
口
巌
さ
ん
が

神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
に

マ
キ
シ
ン

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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m

神戸
っ子
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ブ
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神戸
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b

手

浅井順子さん

Ｇ
ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
ｐ
Ⅱ
〈
Ｋ
ロ
巳
Ｅ
”
蔀

☆
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
の
洋
菓
子

を
思
う
存
分

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

叩
月
７
日
、
第
４
回
神
戸
洋

菓
子
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

一
環
と
し
て
「
大
輪
田
の
間
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
の
洋
菓
子
会
社
週
社
過

ブ
ラ
ン
ド
が
参
加
し
、
昨
年
同

様
「
デ
キ
ス
タ
シ
オ
ン
・
パ
ー

テ
ィ
」
の
ス
タ
イ
ル
が
。
デ
キ

ス
タ
シ
オ
ン
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
色
々
な
も
の
を
少
し
ず
つ

試
食
す
る
と
い
う
意
味
。

モ
ロ
ゾ
フ
、
ド
ン
ク
、
ユ
ー

ハ
イ
ム
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
・
コ
ン

高
砂
屋
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
な
ど
、

神
戸
百
店
会
の
８
社
も
出
店
。

シ
ェ
フ
自
慢
の
洋
菓
子
が
食
べ

放
題
と
あ
っ
て
、
広
い
会
場
に

空
き
席
が
な
く
な
る
く
ら
い
、

多
数
の
お
客
さ
ん
が
。
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
松
宮
隆
男
モ
ロ
ゾ

フ
会
長
も
「
私
の
話
よ
り
、
皆

さ
ん
の
頭
の
中
は
、
お
菓
子
の

こ
と
で
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
す

ね
」
と
。
そ
の
通
り
各
ブ
ー
ス

に
用
意
さ
れ
た
洋
菓
子
は
瞬
く

間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
お
客
さ
ん
の
八

割
は
女
性
客
。
ケ
ー
キ
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
お
皿
を
３
つ
も

置
く
方
も
。

創業1 0 0 周年｡ 固月堂下村俊子社長の姿も

Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
構
内
に
あ
る

三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
の

「
シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル
」
で
、

生
ビ
ー
ル
セ
ッ
ト
（
１
０
０
０

円
）
と
神
戸
地
ピ
ー
ル
セ
ッ
ト

（
１
１
０
０
円
）
を
実
施
中
で
す
。

ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
ジ
ョ
ッ

キ
ー
杯
と
シ
ェ
フ
が
薦
め
る
オ

ー
ド
ブ
ル
５
品
と
い
う
内
容
。

神
戸
地
ビ
ー
ル
は
、
熱
処
理
し

て
お
ら
ず
、
モ
ル
ト
－
０
０
パ

ー
セ
ン
ト
の
新
鮮
な
味
わ
い
が

楽
し
め
ま
す
。

ホ
ッ
プ
の
ア
ロ
マ
と
苦
味
の

バ
ラ
ン
ス
は
絶
妙
で
、
コ
ク
の

あ
る
濃
色
ビ
ー
ル
で
す
。
酵
母

が
生
き
て
い
る
の
で
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

園
お
問
い
合
わ
せ

シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル

神
戸
市
車
央
区
雲
井
通
８
．
１
．
２

Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅
中
央
ロ
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ

テ
ル
－
Ｆ

⑥
０
７
８
．
２
３
２
．
１
６
３
０

ｘ
ｍ
ａ
ｓ
ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
ｇ
ｗ

☆
浅
井
順
子
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン

サ
ー
ト神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

端
正
で
気
品
の
あ
る
歌
声

で
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し

て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
浅
井
順

子
さ
ん
。
彼
女
の
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
、
廻
月
肥

日
（
火
）
、
「
借
楽
の
間
」
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
時
間
は
午
後

７
時
（
受
付
６
時
釦
分
）
か
ら

９
時
ま
で
。
料
金
は
お
一
人
様
、

お
食
事
、
お
飲
み
物
、
サ
ー
ビ

ス
料
、
税
込
み
価
格
１
８
０
０

０
円
。ま

た
注
目
度
Ｎ
０
．
１
の
テ
ノ

ー
ル
歌
手
、
畑
儀
文
さ
ん
も
賛

助
出
演
。
す
ば
ら
し
い
歌
声
で

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
イ
タ
リ
ア
歌
曲

の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

画
お
問
い
合
わ
せ

神
一
巨
兼
ｌ
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

神
一
足
鵬
央
反
涯
島
中
町
６
・
把
・
１

盃
０
７
８
．
３
０
２
．
１
１
１
１

〆
二

一
が
Ｌ
砥

8７ 神戸地ビールセット（1 1 0 0 円）

畑儀文さん

鯵
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
新
鮮
な
神
戸
地
ビ
ー
ル
を

シ
ャ
ン
テ
・
ク
レ
ー
ル

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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☆
手
打
ち
う
ど
ん
＆
居
酒
屋

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
前
に
８
月
１
日
オ

ー
プ
ン
の
「
ぶ
つ
か
け
て
い
」
は
、

１
０
０
％
手
打
ち
の
う
ど
ん
と
共

に
夜
に
は
シ
ャ
レ
た
一
品
料
理
が

楽
し
め
る
お
店
。

「
水
と
粉
だ
け
で
作
っ
て
ま
す

か
ら
、
１
時
間
も
経
つ
と
麺
が
ゆ

｢ しようちゃんの店名に特に意味はないんです
(笑)」

☆
カ
マ
ド
で
炊
い
た

な
つ
か
し
い
ご
飯
の
味

甲
南
潰
で
お
な
じ
み
の
高
嶋
酒

１

類
食
品
僻
が
、
昭
和
５
年
に
建
て

ら
れ
た
旧
社
長
宅
の
日
本
間
で
、

「
平
介
茶
屋
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

か
ま
ど

特
注
の
竃
で
魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
炊
い
て
い
る
。
そ
の
自
慢

の
ご
飯
に
、
甲
南
漬
の
自
慢
の
三

品
、
旬
の
野
菜
を
糠
漬
け
に
し
た

サ
ラ
ダ
、
無
添
加
で
三
年
間
ゆ
っ

く
り
と
熟
成
さ
せ
た
味
噌
を
使
っ

た
み
そ
汁
と
ご
ま
豆
腐
に
さ
わ
ら

の
み
そ
漬
、
そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
が

つ
い
た
メ
ニ
ュ
ー
が
９
０
０
円
。

甲
南
漬
三
品
は
、
季
節
ご
と
に

ぴ
つ
し
」
●

い
ん

連日女性客でにぎわう

変
わ
り
、
秋
の
三
品
は
、
千
成
り

茄
子
の
か
ら
し
漬
け
と
椎
茸
の
甲

南
潰
寄
せ
揚
げ
、
う
ず
ら
の
甲
南

漬
巻
き
揚
げ
で
、
甲
南
漬
が
い
ろ

ん
な
食
材
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
新

し
い
味
わ
い
で
楽
し
め
る
。

人
数
分
の
ご
飯
を
炊
く
の
で
、

で
き
る
だ
け
ご
利
刑
前
日
の
廻
時

ま
で
に
予
約
を
。
ま
た
、
実
際
に

ご
飯
を
炊
い
て
い
る
様
子
も
見
学

で
き
る
。

国
平
介
茶
屋

神
戸
市
東
灘
区
御
影
塚
町
４
．
４
．
８

途
０
７
８
．
８
４
２
．
２
５
０
８

営
業
時
間
制
時
半
〜
帽
時
半

日
曜
・
祝
日
休
み

１
８８

１

原蕊寵藍”

る
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
客

さ
ん
に
は
早
め
に
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん

で
す
が
、
添
加
物
を
入
れ
て
長
持

ち
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く

な
い
ん
で
す
。
本
物
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
か
ら
」
と
は

店
長
永
井
功
さ
ん
の
弁
。

同
店
は
以
前
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

の
リ
バ
ー
モ
ー
ル
に
あ
っ
た
の
で

ご
記
憶
の
方
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
お
昼
だ
け
で
な
く
、
夜
も
利

用
し
て
も
ら
え
る
お
店
を
め
ざ
し

て
元
町
へ
引
っ
越
し
て
き
た
。
刀

時
以
降
は
居
酒
屋
風
に
、
め
ん
た

い
こ
春
巻
５
８
０
円
、
豆
腐
ス
テ

ー
キ
５
３
０
円
な
ど
と
好
み
の
お

酒
、
仕
上
げ
に
う
ど
ん
を
少
量
食

べ
る
と
い
う
定
番
コ
ー
ス
も
出
来

つ
つ
あ
る
と
か
。

ぶ
つ
か
け
う
ど
ん
６
０
０
円
を

基
本
に
、
カ
レ
ー
ぶ
つ
か
け
、
サ

ラ
ダ
ぶ
つ
か
け
な
ど
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
か
え
て
楽
し
む
の
が
人
気
。
ミ

ニ
天
井
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ぶ
つ

か
け
定
食
８
８
０
円
、
上
定
食
１

５
０
０
円
な
ど
も
あ
る
。

■
ぶ
つ
か
け
て
い

神
戸
●
市
中
央
区
元
町
通
２
．
９
．
１

元
町
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
２
Ｆ

念
０
７
８
．
３
９
２
．
３
９
８
７

営
業
時
間
打
時
〜
幅
時
灯
時
〜
理
時

和洋ミックスのモダンな店内

☆
し
よ
う
ち
ゃ
ん
の
味
は

不
滅
で
す

震
災
後
の
鮎
年
６
月
に
再
オ
ー

プ
ン
し
た
鉄
板
・
お
好
み
焼
き
の

店
。
「
大
阪
、
広
島
と
お
好
み
の
店

は
数
多
く
食
べ
歩
い
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
ウ
チ
の
が
一
番
う
ま
い

と
思
い
ま
す
」
と
店
長
・
住
本
博

さ
ん
。
深
夜
ま
で
の
営
業
で
、
客

席
釦
席
に
若
い
女
性
か
ら
年
誰
の

男
性
ま
で
客
層
は
幅
広
い
。
ち
ょ

っ
と
飲
ん
だ
あ
と
の
お
好
み
は
ま

た
格
別
に
美
味
し
い
の
だ
そ
う
だ
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
て
っ
ち
ゃ
ん

と
う
ふ
８
０
０
円
、
そ
ぱ
め
し
９

０
０
円
な
ど
。
店
長
と
し
て
は
コ

ロ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
３
５
０
０
円
、
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鞠
鶴津義一さん( 右端) も無類の酒好き?

ス
イ
ス
菓
子
の
株
式
会
社
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
（
尼
崎
市
浜
町
）
の

比
屋
根
毅
社
長
が
毎
年
開
く
更

１
デ
ル
会
」
が
、
今
年
も
９
月
１

日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
で
、
約
３
０
０
人
が
集
い
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

特
に
今
年
は
出
身
地
の
沖
純
・

石
垣
島
石
垣
市
長
か
ら
『
名
誉
市

民
賞
』
を
贈
ら
れ
る
と
い
う
栄
誉

を
受
け
て
、
成
功
者
と
し
て
の
面

☆
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

比
屋
根
社
長
の
還
暦
を
祝
う

’
8９

年_ 瓦= ﾃ 惚/ ク寂ズ会
,蕊蕊議蓄

一

☆
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て

震
災
前
は
「
味
道
園
」
の
名
で

知
ら
れ
て
い
た
焼
き
肉
・
肉
料
理

の
お
店
が
、
名
を
改
め
「
鶴
参
」

と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
。
焼
き
肉
は

質
よ
り
も
量
な
ど
と
言
っ
て
い
る

諸
君
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
も

ら
い
た
い
『
上
質
』
の
肉
料
理
が

堪
能
で
き
る
。

コ
ー
ス
は
２
種
、
鶴
コ
ー
ス
７

５
０
０
円
と
参
コ
ー
ス
５
５
０
０

円
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
お
刺
身
、

煮
込
み
、
焼
き
物
で
構
成
。
「
お
口

直
し
」
的
な
煮
込
み
は
同
店
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
、
テ
ー
ル
や
も
つ
の

旨
み
が
た
っ
ぷ
り
と
し
み
込
み
、

| 雛騨
名誉市民賞おめでとうございますＩ

Ⅱ
躍
如
。

ま
た
、
今
年
は
帥
歳
《
・

還
暦
を
迎
え
て
赤
い
チ
ャ
ン
チ

ャ
ン
コ
を
贈
ら
れ
た
が
、
ケ
ー
キ

ヵ
ッ
ト
が
終
わ
る
や
早
々
に
脱
い

で
し
ま
う
と
い
う
シ
ャ
イ
ぶ
り
。

「
今
年
も
エ
ー
デ
ル
会
に
沢
山
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
お

孫
ち
ゃ
ん
に
囲
ま
れ
て
、
ニ
コ
ニ

コ
顔
だ
っ
た
。
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

出
身
の
ツ
マ
ガ
リ
を
始
め
、
門
下

生
も
成
功
者
が
多
く
、
比
屋
根
社

長
は
ま
す
ま
す
お
若
い
。

ど
こ
と
な
く
フ
カ
ヒ
レ
ス
ー
プ
の

よ
う
で
あ
る
。

「
濃
い
タ
レ
で
味
を
ご
ま
か
し

て
い
る
店
が
あ
る
け
ど
、
あ
れ
は

ダ
メ
。
い
い
も
の
は
塩
、
こ
し
ょ

う
だ
け
で
充
分
な
ん
で
す
よ
」
と
、

鶴
浮
義
一
さ
ん
。
素
材
に
は
こ
だ

わ
り
が
見
え
る
。

お
客
さ
ん
の
中
に
は
ワ
イ
ン
の

ソ
ム
リ
エ
な
ど
も
い
て
、
こ
の
肉

に
は
こ
の
ワ
イ
ン
と
ば
か
り
に
お

酒
持
参
で
や
っ
て
く
る
。
「
組
み
合

わ
せ
は
お
客
さ
ん
の
向
由
。
自
分

で
合
う
と
思
っ
た
ら
そ
れ
で
食
べ

て
も
ら
う
の
が
一
番
で
す
。
僕
自

身
が
基
木
的
に
は
自
分
が
う
ま
か

っ
た
ら
そ
れ
で
い
い
っ
て
い
う
考

え
方
で
す
か
ら
（
笑
）
」
。
太
っ
腹

の
ご
主
人
と
の
会
話
も
楽
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
牛
し
や
ぶ

鍋
（
要
予
約
）
も
お
ス
ス
メ
で
す
。

回
鶴
参

神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
．
２
．
幻

盆
０
７
８
．
２
５
１
．
１
９
８
７

営
業
時
間
打
時
〜
調
時
火
曜
定
休

可愛いｌお孫ちゃん」と共に

ケーキには６０本のろうそく！

ス
ペ
シ
ャ
ル
し
よ
う
ち
ゃ
ん
峡
き

２
０
０
０
円
（
２
〜
３
人
前
）
を

お
す
す
め
し
た
い
、
の
だ
と
か
。

新
し
い
も
の
に
も
挑
戦
す
る
が
、

「
い
つ
食
べ
て
も
変
わ
ら
な
い
庶
民

の
味
」
が
し
よ
う
ち
ゃ
ん
の
自
慢
。

気
さ
く
で
根
ア
ヵ
な
住
本
さ
ん
の

人
柄
に
フ
ァ
ン
も
多
い
。
寒
く
な

っ
て
き
た
ら
、
広
島
か
ら
取
り
寄

せ
た
お
た
ふ
く
ソ
ー
ス
に
ア
ッ
ア

ッ
を
食
べ
に
行
こ
う
！

■
し
よ
う
ち
ゃ
ん

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
４
．
６
．
３

高
山
ビ
ル
－
Ｆ

公
０
７
８
．
３
３
１
．
２
０
１
９

営
業
時
間
〃
時
〜
２
時
日
曜
定
休
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瞬くかたち一垂一｣ 植松至二

9０

口
英
知
集
結
す
る
最
先
端
ゾ
ー
ン

新
図
書
館
は
、
旧
図
書
館
の
三

倍
の
規
模
。
直
接
ｆ
に
取
っ
て
閲

覧
で
き
る
全
面
開
架
式
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
も
珍
し
い

「
ス
ミ
ス
著
作
文
庫
」
な
ど
貴
亜

な
資
料
を
含
む
蔵
書
数
は
約
百
万

冊
、
閲
覧
座
席
は
、
千
七
百
席
に

及
ぶ
。
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

す
る
学
術
情
報
の
受
信
・
発
信
雌

地
と
し
て
各
階
に
パ
ソ
コ
ン
二
十

八
台
、
四
つ
の
パ
ソ
コ
ン
室
に
八

台
が
設
置
さ
れ
、
国
内
外
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に

ア
ク
セ
ス
可
能
。

関
学
と
い
え
ば
、
時
計
台
。
読

者
の
中
に
も
時
計
台
と
そ
の
下
に

あ
る
図
書
館
で
勉
学
に
勤
し
ん
だ

思
い
出
を
お
持
ち
の
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
そ
の
関
学
の
シ
ン
ボ
ル
！

で
も
あ
る
図
書
館
が
こ
の
叩
月
、

関
西
で
は
最
大
級
の
最
新
鋭
大
学

図
書
館
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
。
新
図
書
館
の
開
館
式
に

は
、
同
校
を
は
る
か
昔
に
卒
業
し

た
本
誌
編
集
者
（
Ｓ
＆
Ｙ
）
が
参

加
。
あ
あ
今
の
時
代
に
学
生
だ
っ

た
ら
…
と
悔
し
涙
の
レ
ポ
ー
ト
と

思
い
き
や
、
最
後
に
は
笑
顔
も
カ

ム
バ
ッ
ク
（
な
ぜ
、
笑
う
か
は
最

後
ま
で
読
め
ば
わ
か
り
ま
す
）
。

☆
創
世
紀
の
関
学
の
顔

新
大
学
図
書
館
誕
生

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

総工費約1 0 0 億円をかけた新図書
館は、地上3 階・地下1 階建て

一
一

口
自
然
と
調
和
し
た

学
び
の
環
境
演
出

瓢
世
紀
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

図
書
館
は
、
自
然
の
光
を
十
分
に

取
り
入
れ
た
設
計
。
広
々
と
し
た

中
央
吹
き
抜
け
、
地
下
階
の
サ
ン

ク
ン
ガ
ー
デ
ン
（
大
き
な
堀
り
こ

み
）
な
ど
、
全
館
と
も
明
る
く
快

適
な
雰
囲
気
。
ま
た
ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
性
の
高
い
空
間
と
し
て
創
ら
れ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
画
神
戸
市
中
央
区
橘
通
４
．
２
．
２

菊
水
模
型
ビ
ル
３
Ｆ
（
湊
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

口
関
学
生
以
外
に
門
は
開
か
れ
る

そ
の
優
れ
た
設
備
・
機
能
・
現

境
を
知
っ
て
も
卒
業
し
て
し
ま
っ

た
ら
仕
方
な
い
と
諦
め
る
の
は
ま

だ
早
い
。
実
は
、
こ
の
新
図
書
館

「
開
か
れ
た
図
書
館
」
と
し
て
、

来
年
４
月
よ
り
申
込
制
で
卒
業
生

や
近
隣
住
民
、
官
公
庁
や
キ
リ
ス

ト
教
会
な
ど
に
公
開
予
定
。
関
学

は
も
ち
ろ
ん
、
神
戸
の
教
育
、
研

究
を
支
え
る
中
核
と
な
り
、
皿
世

紀
へ
と
切
り
開
か
れ
て
い
く
学
問

創
造
の
場
と
し
て
期
待
度
大
Ｉ
の

図
書
館
で
あ
る
。

問
合
わ
せ
先
／
関
西
学
院
大
学
図
書
館

西
宮
市
上
ヶ
原
１
．
１
．
厩

電
話
０
７
９
８
．
５
４
．
６
１
２
１

コ
耳
石
“
奄
乏
乏
乏
．
六
三
四
コ
、
里
．
画
。
、
一
頁

た
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
も
、
従
来
の

図
書
館
の
枠
を
越
え
た
新
し
い
特

徴
と
い
え
る
。
今
田
寛
同
校
学
長

も
開
館
式
で
語
っ
て
お
ら
れ
た

が
、
ま
さ
に
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

知
的
興
漸
『
！
（
感
嘆
・
符
）
」
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
植
松
杢
二

氏
の
野
外
彫
刻
を
は
じ
め
、
潤
い

と
変
化
に
富
ん
だ
芸
術
作
品
の

数
々
が
図
書
館
内
外
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
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☆
到
世
紀
へ
と
ど
け
！

イ
ー
ブ
ン
か
ら
の
風

鈴木信一さん

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

の
方
法
と
し
て
、
芸
術
の
も
つ
多

様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。「

芸
術
と
ヘ
ル
ス
ヶ
ア
会
議
」

で
は
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
ま

ち
づ
く
り
、
文
化
支
援
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
ジ
ャ
ン
ル

を
越
え
て
、
人
間
の
心
と
身
体
に

及
ぼ
す
芸
術
の
可
能
性
を
探
求
。

全
３
日
間
の
行
程
で
、
講
演
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
楽
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
覧
会
も
行
わ

れ
る
。芸

術
を
、
自
分
を
見
直
す
絶
好

の
機
会
。
１
日
だ
け
の
参
加
も
で

き
る
。

■
日
程
制
月
７
日
（
金
）
〜
９
日
（
日
）

場
所
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
内
）

参
加
費
３
日
間
全
日
程
参
加
者

２
万
円
（
学
生
１
万
５
千
円
）

１
日
間
参
加
者
８
千
円
（
学
生
６
千
円
）

定
員
４
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
書
（
事
務
局
に
請
求
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

☆
「
芸
術
に
で
き
る
こ
と
」
と

は
？
芸
術
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
会

議
開
催

会議で展示される「上海金山農
民書院」（中国）

で
左
記
ま
で
申
し
込
む
。
申
し
込
み
と

同
時
に
、
郵
便
局
よ
り
備
え
付
け
の
振

込
用
紙
に
て
参
加
費
を
振
り
込
む
と
、

事
務
局
で
確
認
で
き
次
第
、
参
加
証
が

送
ら
れ
て
く
る
。

③
芸
術
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
会
議
実
行
委
員

会
事
務
局
〒
６
３
Ｏ
奈
良
市
六
条
西

３
．
２
５
．
４
財
団
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の

家
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
２
．
４
３
．
７

０
５
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
．
４
９
．
５

５
０
１

郵
便
振
替
０
０
９
５
０
．
１
１
１
０
７

３
６
４
芸
術
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
宛

「
六
甲
全
縦
走
」
と
い
う
言
染
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
晩
秋

の
一
Ｈ
を
記
町
の
山
歩
き
に
か
け
る
肉

体
と
精
神
の
限
界
へ
の
挑
戦
。
本
著
は
、

植
村
直
巳
を
愛
し
、
自
ら
を
「
今
で
も

大
航
海
時
代
の
よ
う
な
世
界
を
夢
見
て

い
る
人
間
」
と
い
う
普
者
の
『
完
走
」

の
記
録
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
配
分
、
休
憩
、

食
事
、
靴
や
着
衣
に
及
ぶ
ま
で
、
充
分

な
検
討
を
加
え
ら
れ
た
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
初
心
者
に
は
心
強
い
。
ク
ラ
イ

マ
ー
の
必
読
書
。
１
０
０
０
円
十
税

申
込
受
付

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
．
５
１
．
３
１
６
１

エ
ン
タ
ル
の
料
理
長
を
招
い
て
世

界
に
誇
る
中
国
料
理
の
神
髄
を
披

露
す
る
。

ま
た
、
季
節
ご
と
に
開
催
す
る

グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
、
冬
の

北
海
道
フ
ェ
ア
を
予
定
。
特
別
メ

ニ
ュ
ー
を
特
別
料
金
で
提
供
す
る

ほ
か
、
フ
ェ
ア
利
川
者
で
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
た
人
の
中
か
ら
抽
選

で
計
汚
名
に
素
敵
な
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

●
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
中

国
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
１
日
、
新
た
な
歴
史
を
築

き
始
め
た
香
港
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
は
名
門
、
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ

☆
食
の
秋
を
満
喫

オ
ー
ク
ラ
「
お
料
理
フ
ェ
ア
」

ﾏ ﾝ ダﾘ ﾝ ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾀ ﾉ 離狸長
リュウ･ シック･ ｸ ｳ ｫ 狂

桐
月
３
日
〜
９
日
中
国
料
理
レ
ス
ト

ラ
ン
「
桃
花
林
」
で
開
催

●
北
海
道
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
冬
の
グ

ル
メ
ス
ト
リ
ー
ト

州
月
朽
日
〜
担
月
科
日
全
レ
ス
ト
ラ

ン
・
パ
ー
で
開
催

男
女
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
兵
庫

県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
・
イ
ー
ブ
ン

が
今
年
Ⅳ
月
、
オ
ー
プ
ン
５
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
左
記
の
よ
う
な

催
し
を
企
画
、
参
加
者
を
募
っ
て

い
る
。
岬
肝
せ
て
、
ヨ
キ
ー
ワ
ー
ド
』

で
読
み
解
く
女
と
男
」
と
題
し
た

セ
ミ
ナ
ー
も
随
時
開
催
し
て
い
く
。

口
兵
庫
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー

５
周
年
記
念
事
業

●
復
興
ひ
ょ
う
ご
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
卜
会
議
「
女
と
男
の
虹
世

紀
を
描
く
」
ｎ
月
晦
日
（
ｔ
）
週

時
半
〜
略
時
半
神
戸
ク
リ
ス
タ

ル
タ
ワ
－
３
階
ホ
ー
ル
男
女
３

０
０
名

●
女
性
起
業
家
支
援
会
議
「
成

功
す
る
１
．
失
敗
す
る
？
鍵
は
人

脈
づ
く
り
」
廻
月
週
日
（
上
）
追

時
半
〜
咽
時
半
県
立
女
性
セ
ン

タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室
女
性
起
業
家

と
起
業
を
め
ざ
す
女
性
１
２
０
名

口
男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

●
女
と
男
の
い
い
関
係
－
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
－
ｎ
月

１匹品■画

鱗手づくり絵本が小
さ
い
頃
、
「
学
校
ご
っ
ご
」
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
著
者
。
幼
稚
園
教
諭
か

ら
一
貫
し
て
幼
児
教
育
に
鵬
わ
り
、
飢

年
の
『
あ
か
い
ほ
っ
ぺ
の
ポ
ポ
」
以
来
、

毎
年
剛
児
と
保
育
者
に
よ
る
手
づ
く
り

絵
本
を
出
版
し
て
い
る
。
本
著
は
独
創

性
あ
る
れ
る
保
育
活
助
を
綴
っ
た
ポ
ポ

ち
ゃ
ん
先
生
の
半
生
記
。
未
来
の
主
人

公
た
ち
を
相
手
に
、
「
私
は
今
も
形
を
変

え
た
『
学
校
ご
っ
こ
」
を
続
け
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」

園
神
戸
の
本
棚

『
六
甲
の
風
に
の
っ
て
』

鈴
木
信
一
著

出版倶楽部
1 8 0 0 円十税

二
王
つ
く
り
絵
本
が
国
境
を
越
え
た
一

箕
浦
志
保
著

１
９１

１

一
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文
化
芸
術
部
門
、
水
野
耕
作
さ
ん

（
神
戸
大
学
医
学
部
教
授
）
Ⅱ
科
学

技
術
部
門
、
池
、
善
英
さ
ん
（
神

戸
新
聞
厚
生
事
業
団
理
事
長
）
Ⅱ

社
会
福
祉
部
門
、
戸
谷
松
司
さ
ん

（
姫
路
市
立
美
術
館
館
長
）
Ⅱ
地
域

活
動
部
門
、
山
本
端
夫
さ
ん
（
写

真
家
）
Ｉ
報
道
出
版
部
門
、
古
漂

峯
子
さ
ん
（
神
戸
日
豪
協
会
副
会

長
）
Ⅱ
国
際
交
流
部
門
の
６
人
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
選
考
委
員

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
素
晴

'７承

１
９２

１

六
○
ｍ
ｍ
万
○
の
「

☆
関
西
テ
レ
ビ
新
社
屋
完
成
に
伴
い
、

報
道
局
報
通
部
（
下
室
二
郎
部
長
）
か

ら
移
転
の
お
知
ら
せ
が
。
〒
５
３
０
大

阪
市
北
区
扇
町
２
．
１
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

６
．
３
１
４
．
８
８
０
８
（
報
道
部
代

表
）★

朝
日
新
聞
神
戸
支
局
法
花
敏
郎
支
局

長
は
９
月
１
日
よ
り
大
阪
本
社
地
域
報

道
部
へ
。
後
任
に
は
中
治
俊
行
氏
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３

３
１
．
４
１
４
４

★
嵯
峨
御
流
神
戸
司
所
長
の
吉
田
泰
巳

氏
が
「
嵯
峨
御
流
・
吉
田
泰
巳
の
世
界

－
祈
り
の
い
け
ぱ
な
を
求
め
て
」
を
神

戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
刊
行
。
兵

庫
県
の
陶
芸
家
弘
氏
と
の
出
会
い
。
オ

ー
ル
ヵ
ラ
ー
１
２
８
頁
（
８
５
０
０

円
十
税
）
。
如
月
鵡
日
（
土
）
ｎ
時
半
よ

り
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
出
版
記
念

会
を
開
催
。

☆
漫
画
家
の
高
橋
孟
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
て
６
カ
月
。
皿
月
班
日
（
士
）
焔
時

よ
り
、
作
家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
、
カ
モ

カ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
を
代
表
発
起
人
と
し

て
、
生
田
神
社
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で

「
高
橋
孟
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

☆
元
神
戸
新
聞
主
筆
、
元
家
庭
養
護
促

進
協
会
理
事
の
長
島
晴
雄
氏
が
、
９
月

型
間
亡
く
な
ら
れ
、
訂
日
平
安
祭
典
西

神
会
館
で
御
雑
儀
が
。
享
年
沼
歳
。

★
（
株
）
チ
ク
マ
神
戸
本
店
の
竹
馬
一

郎
氏
（
弱
歳
）
が
、
心
臓
マ
ヒ
の
た
め

１
月
鵡
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
事
、

お
知
ら
せ
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
（
株
）
神
和
、
本
多
建
設
工
業
（
株
）

代
表
取
締
役
社
長
・
本
多
博
明
氏
は
９

月
１
日
よ
り
〒
６
５
０
中
央
区
港
島

６
．
６
．
２
神
和
ピ
ル
３
〜
７
Ｆ
に
総

合
本
部
事
務
所
を
新
設
。

★
（
有
）
大
宗
（
代
表
取
締
役
・
固
城

年
子
）
が
事
務
所
移
砿
。
〒
６
５
０
中

央
区
北
長
狭
通
３
．
７
．
６
サ
ニ
ー
ハ

イ
ッ
鯉
川
６
０
１
号
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
。

３
２
２
．
２
１
８
５
／
３
２
２
．
２
１

８
６
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
２
２
．
２
１

８
７

「 ８
日
（
土
）
巧
時
〜
Ⅳ
時

●
Ｃ
Ｍ
の
中
の
女
性
像
・
男
性
像

－
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考

え
る
－
ｎ
月
羽
口
（
ｔ
）
週
時

半
〜
喝
時
半
な
ど

場
所
明
石
公
園
内
緑
の
相
談

所
研
修
室

募
集
対
象
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
・
在
学
の
男
女
釦
名
（
先
着
順
）

受
講
料
２
０
０
０
円

記
念
事
業
・
セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
兵
庫
県
立
女

性
セ
ン
タ
ー
〒
６
５
０
神
戸
市

中
央
区
束
川
崎
町
１
．
１
．
３
神

戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
－
８
Ｆ
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６
０
．
８
５
５

０
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
８

５
５
８

＊
一
時
保
育
も
あ
り
ま
す
（
２
歳

以
上
就
学
前
、
無
料
・
要
予
約
）
。

今
年
も
「
井
植
文
化
賞
」
の
表

彰
式
が
塩
屋
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
に

あ
る
井
植
記
念
館
で
。
９
月
４
口

の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
は
い
ろ
い

ろ
な
文
化
賞
が
設
定
さ
れ
、
こ
ん

な
機
会
が
増
え
て
き
た
。
い
つ
も

感
動
的
な
場
面
に
出
会
う
こ
と
に

人
間
っ
て
素
晴
ら
し
い

花時計

花
柳
吉
嬰
さ
ん
指
導
に
よ
る
小

ざ
く
ら
会
の
秋
の
番
組
が
決
定
。

長
唄
「
鶴
亀
」
「
松
竹
梅
」
、
清
元

「
う
か
れ
坊
主
」
「
幻
お
七
」
、
人
和

楽
「
鐘
」
「
花
吹
雪
」
、
義
太
夫

「
阿
波
の
鳴
門
」
な
ど
華
麗
な
邦
舞

の
世
界
を
展
開
す
る
。

圃
小
ざ
く
ら
会

と
き
制
月
９
日
（
日
）
犯
時
開
場
、

旧
時
半
開
演

と
こ
ろ
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
（
大
倉
山
）

〈
特
別
出
演
〉
花
柳
芳
里

〈
賛
助
出
演
〉
若
柳
吉
古
優
ほ
か

奥井秀樹氏

ら
し
い
の
一
語
に
尽
き
る
、
見
事

な
業
績
で
あ
る
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
戸
谷
さ
ん
は
「
都
市
と

１
９
９
８
年
度
、
（
社
）
神
戸

青
年
会
議
所
の
第
如
代
理
事
長
に

奥
井
秀
樹
氏
（
奥
井
電
機
（
株
）

専
務
取
締
役
）
が
就
任
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
奥
井
氏
は
卯
年
に

人
会
、
地
域
団
体
交
流
委
員
会
委

員
長
、
第
２
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

経
て
、
師
年
、
副
理
事
長
。
阪
大

卒
。
拓
歳
。

☆
光
り
輝
く
ビ
ジ
ョ
ン
を

Ｊ
Ｃ
新
理
事
長
決
定

花柳吉要さん

は
何
か
、
都
市
と
は
人
間
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
た
。
ま
さ
に
、
都
市
を

支
え
る
の
は
容
れ
物
で
は
な
い
、

人
間
の
活
動
が
都
市
を
創
る
の
だ

と
思
う
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
不
退
娠
、

輝
か
し
い
人
間
の
文
化
的
活
動
が

あ
る
街
は
す
ぐ
れ
た
都
市
に
な
る
。

つ
く
づ
く
そ
う
感
じ
取
れ
た
。
こ

の
視
点
か
ら
考
え
る
と
文
化
は
文

明
を
先
導
し
、
文
明
は
文
化
を
醗

成
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
化

を
削
る
人
た
ち
に
敬
意
。
〈
Ｙ
・
悪

な
る
。
受
賞
者
の
活
動
は
実
に
素

晴
ら
し
い
。

井
植
文
化
賞
の
今
年
の
受
賞
者

は
、
佐
伯
敏
光
さ
ん
（
作
家
）
Ⅱ

☆
小
ざ
く
ら
会
・
秋
の
演
目

衝
Ⅱ
一
曲

、
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唖目

●田中正郎の生物学講座

アリガタノドチ
1 9 7 1 年( 昭和4 6 年) 頃、京阪神地方の公営集合住宅で

1 . 5 ｍｍ程の小さいアリにさされる被害が続出した。
初めは大阪や神戸のP C O 業者がアリと思って駆除し

ていたが、昭和4 8 年頃になるとその被害があまりにひ
どく、住民達が辛抱しきれなくなり、各地の保健所や
衛生局、住宅局に電話がかかり大騒動になった。
昭和4 8 年に、神戸市の住宅局より兵庫県ペストコン
トロール協会にその虫の調査の依頼があった。
神戸大学農学部の奥谷先生の所へ、その虫の同定を
お願いした。先生はその虫を顕微鏡で見ていたが、こ
の虫はアリのようだが私はハチではないかと思う。ハ
チの専門家に相談しましょうと早速手配して下さっ
た。１０日程して連絡があり、この虫はやっぱりハチで
した。アリガタハチ科のクロアリガタバチである。昭
和の初め、畳について大騒動になった事があったとそ
の時の調査の書類のコピーをいただいた。
このクロアリガタバチは畳の中にいるクシビゲシバ
ンムシの幼虫を針で刺して麻津させ、その体に卵を産
みつける。卵がふ化するとアリガタバチの幼虫は麻癖
したまま生きているシバンムシの幼虫の体液を吸って
成長する。
神戸市の市営住宅でアリガタバチの調査をしている
と子供達が寄って来てアーリガタヤアリガタヤとあり
がた節を歌いながらアリガタバチを見つけてくれる。
お母さん方は、この虫はちっとも有り難くないのに何
でアリガタバチというんですかと聞いてくる。
アリの形をしたハチという意味ですよというと、昔、

神戸ではやったありがた節と関係があるのかと思った

と話していた。
調査している内にクロアリガタバチのほかにシバン
ムシアリガタバチ、トビイロアリガタバチ等も見つか
り、アリガタバチが寄生するシバンムシもクシヒゲシ
バンムシのほかにタバコシバンムシやジンサンシバン
ムシ、天井の中にいるマツザイシバンムシ、さらにシ
ンクイムシ、ヒラタキクイムシ等にも寄生しているア
リガタバチも発見された。このアリガタバチは雌だけ
が産卵管で刺して毒液を注入するので女性や子供に被
害が集中した。
刺される時間帯は昼夜を問わず、発生時期は２月～
1 1 月と長く６～９月頃が一番被害がひどかった。
神戸市の住宅局では、アリガタバチは新築の市営住

宅の畳について来たものとして、畳を調査してアリガ
タバチまたはシバンムシの発見された家は公費で駆除
を行っていた。

榊戸大学医学部医j M I 物学教室非淵勤諭師田中j E郎サンヨー環境僻)社長）
一

壱'ｻﾝﾖｰ環境株式会社
〒6 5 2 神戸市兵庫区島上町２－１－２７リツツ島上

ＴＥＬ（078)672-0330(代表）
〈環境をより良く、快適に〉衛生管理はお任せ下さい。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・あらゆる害虫の駆除
樹木の害虫・カビの防除・貯水櫓の満掃
食品・環境の微生物検査（食中滋対策は、万全ですか？）
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ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
回

☆
ｐ
ｏ
ｚ
ｏ
（
ド
ン
ク
）

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
日
本
で
初
め
て
焼
い
た
工
房
『
ド
ン
ク
』

の
発
祥
の
地
は
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
か
ら
元
町
へ
む
か
う
西

の
角
地
に
あ
っ
た
。
ト
ア
ロ
ー
ド
に
面
し
た
一
角
で
あ
る
。

日
本
に
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
・
ブ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
ド
ン
ク
製
の

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
は
、
一
皮
は
パ
リ
パ
リ
、
中
身
は
フ
ン
ワ
リ
や

わ
ら
か
い
』
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
通
り
、
表
皮
（
ク
ラ

フ
ト
）
と
内
相
（
ク
ラ
ム
）
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
楽
し
め

て
人
気
が
あ
り
、
観
光
客
や
地
方
か
ら
神
戸
へ
来
た
人
た
ち

が
立
ち
寄
っ
て
い
く
と
い
う
。

「
一
九
七
○
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
の
万
国
博
覧
会
で
ド
ン

ク
が
テ
ナ
ン
ト
を
出
し
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
が
一
躍
有

名
に
な
り
ま
し
て
ね
。
あ
れ
以
来
、
日
本
人
の
朝
食
の
メ
ニ

ュ
ー
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
」

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
増
田
普
三
さ
ん
は
胸
を
は
っ
て
か
ら
説

明
を
つ
づ
け
た
。

「
グ
ル
メ
の
本
場
フ
ラ
ン
ス
仕
込
み
の
お
い
し
い
パ
ン
を
、

神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
た
ち
か
ら
全
国
に
伝
え
た
ド
ン
ク
の

歴
史
に
は
、
職
人
た
ち
の
プ
ロ
意
識
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
ね
。
小
麦
粉
と
卵
、
砂
糖
と
バ
タ
ー
と
い
っ
た
、
自
然

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
最
高
の
素
材
を
、
パ
ン
や
菓
子
に
生
か

し
き
っ
て
い
ま
す
よ
」

パ
ン
の
歴
史
は
古
く
、
小
麦
栽
培
が
最
初
に
お
こ
な
わ
れ

た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
、
六
千
年
ほ
ど
前
に
発
祥
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
パ
ン
の
製
造
が
行
わ
れ
、

中
王
国
時
代
（
前
翠
〜
前
喝
世
紀
）
に
は
発
酵
パ
ン
も
作
ら

れ
て
い
た
と
い
う
．
だ
が
、
古
代
か
ら
中
世
を
通
し
て
、
パ

１
９４

１

福
元
早
夫

色
神
戸
の
工
房
を
め
ぐ
る
〈
そ
の
２
〉

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
の
職
人
た
ち

〈
作
家
〉
撮
影
／
森
田
篤
志

パンは生きもの。それぞれの
個性をもっている

↑自然の恵みと人間の知恵が創造する食文化。食べることは生きることである
←ドンクのポリシーは自分のために力一杯働くこと
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ｌ
１－Ａ
ｖ

ン
は
庶
民
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
小
麦
以
外
の
、

雑
穀
を
粥
に
し
て
食
べ
て
い
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
パ
ン
は
広
い
層
へ

と
浸
透
し
、
庶
民
も
パ
ン
を
渇
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

七
八
九
年
十
月
、
女
性
を
中
心
に
し
た
パ
リ
市
民
は
、
『
ベ
ル

サ
イ
ユ
行
進
』
を
行
っ
て
パ
ン
を
要
求
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
口
火
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

案
内
さ
れ
て
五
階
の
工
房
へ
の
ぼ
る
と
、
職
人
気
質
そ
の

も
の
の
辻
本
さ
ん
が
、
窯
か
ら
食
パ
ン
を
取
り
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
ド
ン
ク
の
食
パ
ン
は
ス
ト
レ
ー
ト
法
（
直
握
法
）
で
作
ら

れ
ま
す
か
ら
、
小
麦
の
味
と
香
り
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
風
味
が
魅
力
な
ん

で
す
」
と
自
慢
顔
で
辻
本
さ
ん
は
い
っ
て
か
ら
「
パ
ン
は
生

き
も
の
で
、
そ
の
日
そ
の
日
で
状
態
が
ち
が
う
ん
で
す
よ
」

と
表
情
を
き
び
し
く
し
た
。
彼
は
こ
の
道
五
年
だ
と
い
う
。

い
Ｉ
４
３
倒
州
洲
Ⅶ
州
祁
川
砧
ｊ
旧
賑
い
酔
眠
岬
胤
岬
慨

Ｈ凡1

１
１

雪､ 壱

手仕事だから楽しい。よろこびは自分の気に入ったパンが
焼けたとき

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
製
造
技
術
に
お
い
て
は
、
常
に
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
で
あ
り
た
い
、
と
つ
け
加
え
た
。
そ
の
彼
に
、
フ
ラ
ン

ス
パ
ン
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
を
聞
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

は
じ
め
の
仕
込
み
で
、
小
麦
粉
な
ど
の
材
料
を
計
量
し
て

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
こ
れ
る
。
つ
ぎ
が
第
一
次
発
酵
で
、
生

地
に
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
独
特
の
お
い
し
さ
と
香
り
が
生
ま
れ
る

大
切
な
工
程
だ
か
ら
、
約
三
時
間
か
け
る
。
つ
ぎ
の
分
割
と

成
形
で
は
、
パ
ン
の
種
類
別
に
生
地
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

形
を
つ
く
る
。
成
形
し
た
パ
ン
生
地
を
さ
ら
に
一
時
間
か
け

て
自
然
発
酵
さ
せ
、
さ
ら
に
形
を
と
と
の
え
る
。
最
後
は
焼

き
上
げ
で
、
蒸
気
窯
の
中
に
入
れ
て
一
定
の
温
度
と
時
間
で

焼
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
小
型
パ
ン
は
約
十
五
分
か
ら
二
十

分
で
、
大
型
は
三
十
分
か
ら
四
十
分
か
け
る
と
い
う
。

「
早
朝
六
時
に
出
社
し
て
仕
込
み
に
か
か
り
、
焼
き
上
げ
に

は
い
る
の
は
八
時
半
ご
ろ
で
、
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
焼
き
つ

づ
け
る
ん
で
す
」

焼
き
た
て
の
食
パ
ン
に
温
か
い
目
を
む
け
て
辻
本
さ
ん
は

い
っ
た
。
ド
ン
ク
の
創
業
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）

で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
技
術
と
セ

ン
ス
を
導
入
し
、
食
文
化
を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
に
夢
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

５
１
９
１

牌

全国6 0 余店のインストア・ベーカリ
ーは日才←・作りたてのパンや菓子
が店頭に並ぶ

↑伝統的な技術はドン
クの大切な財産
←ヨーロッパから技術
者を招き、最新の技術
を学んでいる
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お客様に喜んでもらえるコーヒーづくりに全神経をとがらせる 一流のコーヒーは－流の職人
の手がつくる

ｌ
配
ｌ

☆
に
し
む
ら
伽
排
灘
工
房

に
し
む
ら
卯
誹
店
で
使
わ
れ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
ほ
と

ん
ど
は
、
大
石
東
町
の
都
賀
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
灘
珊
俳
工

房
で
陪
煎
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
国
道
四
十
三
号
線
に
面
し

た
そ
こ
で
は
、
培
煎
業
務
の
ほ
か
に
も
一
般
向
け
に
各
種
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
挽
き
売
り
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
販
売

店
舗
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
客
が
出
入
り
し
て
い
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
生
産
の
段
階
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
良
質
の
豆
を
見
抜
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
持

つ
こ
と
、
そ
の
生
豆
を
入
手
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
を
確
保
す

る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
プ
ロ
と
し
て
の
最
も
重
要
な
課
題
な

ん
で
す
」

工
房
内
を
案
内
し
な
が
ら
泉
谷
義
美
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と

い
い
き
っ
た
。
こ
の
道
二
十
六
年
の
超
熟
練
者
で
、
笑
顔
が

じ
つ
に
よ
く
似
合
う
。
陪
煎
中
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
色
づ
き
具

合
を
、
専
用
の
器
具
で
取
り
出
し
て
確
か
め
て
か
ら
話
を
つ

づ
け
た
。

「
安
定
し
た
品
質
の
豆
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
と
い
っ
た
原
産
国
か
ら
の
情
報

を
確
保
し
て
、
に
し
む
ら
ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
高
品
質

な
豆
だ
け
を
厳
選
し
て
仕
入
れ
て
い
ま
す
」

ロ
ー
ス
タ
ー
（
培
煎
機
）
の
な
か
で
熱
を
加
え
ら
れ
た
豆

が
、
パ
チ
パ
チ
ピ
チ
ピ
チ
と
踊
り
、
色
づ
き
を
増
し
て
芳
し

い
香
り
を
放
ち
は
じ
め
た
。
泉
谷
さ
ん
は
ロ
ー
ス
タ
ー
に
緊

張
の
目
を
光
ら
せ
た
。

原
産
国
で
の
き
び
し
い
選
別
を
受
け
て
神
戸
港
に
陸
揚
げ

さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
、
倉
庫
で
約
一
年
間
の
エ
ー
ジ
ン
グ

（
寝
か
せ
る
）
を
行
い
、
じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
れ
る
の
だ
と
い

う
。
そ
の
後
、
豆
の
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
陪
煎
が
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

異
物
を
て
い
ね
い
に
取
り
除
き
、
ロ
ー
ス
タ
ー
に
投
入
さ
れ

た
豆
は
加
熱
さ
れ
て
色
づ
き
、
コ
ー
ヒ
ー
独
特
の
香
り
を
放

ち
は
じ
め
る
。

ピ
チ
ピ
チ
、
パ
チ
パ
チ
、
ピ
チ
ピ
チ
パ
チ
パ
チ
と
熱
を
加

え
る
ご
と
に
豆
が
踊
り
、
音
が
微
妙
に
変
化
し
て
い
く
の
が

わ
か
る
。
サ
ン
バ
か
ら
ル
ン
バ
へ
と
踊
っ
て
い
く
気
が
す
る
。
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7 0 キロ入りのコーヒー豆がやがて眠りから
さめる

１
９７

１

入荷量が多いとうれしい．ファイトが湧く

職人の確かな目が光る

工
房
内
は
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
、
酔
っ
て
し

ま
い
そ
う
で
あ
る
。

「
こ
の
豆
の
鼓
動
を
聞
き
分
け
な
が
ら
、
培
煎
時
間
を
調
節

し
て
テ
イ
ス
ト
を
仕
上
げ
て
ゆ
く
ん
で
す
。
酸
味
、
苦
味
、

甘
味
、
香
り
、
コ
ク
、
と
豆
の
持
ち
味
の
中
か
ら
ど
れ
を
強

調
し
て
ど
れ
を
引
く
の
か
、
そ
の
ス
リ
ル
感
た
っ
ぷ
り
の
駆

け
引
き
か
ら
、
に
し
む
ら
珊
誹
独
自
の
個
性
が
誕
生
す
る
ん

で
す
よ
」

培
煎
を
終
え
て
冷
却
に
移
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
満
足
そ

う
に
見
つ
め
な
が
ら
、
泉
谷
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
い
い
き
っ

た
。
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
原
料
植
物
に
は
数
種
あ
る
が
、
ア
ラ
ビ
ア
コ

ー
ヒ
ー
ノ
キ
が
世
界
生
産
の
九
○
％
を
占
め
る
と
い
う
。
そ

れ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
原
産
の
ア
カ
ネ
科
の
常
緑
で
、
四
メ
ー
ト

ル
前
後
の
低
木
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
料

と
さ
れ
た
の
は
十
五
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

に
ア
ラ
ビ
ア
コ
ー
ヒ
ー
ノ
キ
が
導
入
さ
れ
た
の
は
卜
八
世
紀

で
、
本
格
的
な
栽
培
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
は
明
治
以
後
で
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）

東
京
上
野
に
『
可
否
茶
館
』
（
カ
ッ
ヒ
ー
さ
か
ん
）
が
開
店
し

て
か
ら
飲
料
が
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

常
温
に
冷
却
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
専
用
の
収
納
筒
に
移

し
な
が
ら
、
泉
谷
さ
ん
は
よ
く
似
合
う
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

「
若
い
こ
ろ
か
ら
培
煎
を
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。
喫
茶
店

で
仕
事
を
す
る
な
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
エ
房
を
知
り
た
い
で
す
よ
。

こ
こ
で
は
手
づ
く
り
の
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
づ
く

り
に
専
念
し
て
い
ま
す
」
と
い
っ
て
ほ
ほ
笑
ん
で
か
ら
つ
け

加
え
た
。

「
朝
は
六
時
ご
ろ
か
ら
仕
事
に
か
か
っ
て
、
昼
ご
ろ
ま
で
に

培
煎
を
終
え
、
十
キ
ロ
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
二
百
か
ら
多

い
と
き
に
は
三
百
袋
全
国
に
配
送
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

一
ヶ
月
に
九
千
キ
ロ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
一
人
で
ま
か
な

っ
て
い
る
の
が
誇
り
で
す
ね
。
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
。

夢
で
す
か
、
原
産
地
へ
行
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
ノ
キ
を
こ
の
目

で
見
る
こ
と
で
す
ね
」

ロースターからとびだしたコーヒー豆が生き物のよ
うに踊る

灘瑚排工房はにしむらのすべて
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塔
木
村
光
理

ふ
い
に
妻
が
離
婚
を
切
り
出
し
た
の
は

ち
ょ
う
ど
一
カ
月
前
。
テ
レ
ビ
の
プ
ロ
野

球
中
継
を
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
見
て
い

る
と
、

「
こ
の
新
聞
記
事
だ
と
夫
婦
の
四
分
の
一

が
離
婚
す
る
ん
だ
っ
て
」

と
、
妻
が
何
げ
な
く
言
っ
た
。

「
随
分
多
い
ん
だ
な
」

益
田
は
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
目
を
離
さ

ず
に
答
え
た
。

「
ア
メ
リ
カ
だ
と
二
分
の
一
だ
っ
て
。
あ

た
し
た
ち
も
こ
の
四
分
の
一
に
入
る
か
も

し
れ
な
い
わ
ね
」

「
僕
ら
が
？
」

「
そ
う
よ
」

「
過
激
だ
な
」

「
だ
っ
て
、
あ
な
た
に
と
っ
て
パ
ー
ト
ナ

ー
は
誰
だ
っ
て
よ
さ
そ
う
だ
し
…
…
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
」

「
と
に
か
く
、
あ
な
た
と
一
緒
に
暮
ら
す

必
然
性
が
な
い
の
よ
」

「
く
る
く
る
回
る
塔
が
あ
る
ん
で
す
。
石

で
で
き
て
い
る
塔
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
登

る
と
で
す
ね
、
港
が
見
え
る
ん
で
す
。
嬉

し
く
な
っ
て
く
る
ほ
ど
は
っ
き
り
と
で
す

ね
。
き
れ
い
で
す
よ
。
夜
は
と
く
に
き
れ

い
で
す
。
ネ
オ
ン
と
か
が
ね
、
い
ろ
ん
な

風
に
海
面
に
反
射
し
て
。
ま
る
で
・
・
・
・
・
・
」

パ
ブ
で
相
席
に
な
っ
た
男
が
、
益
田
に

ふ
い
に
話
し
か
け
た
。

「
そ
う
で
す
か
」

益
田
は
、
目
の
前
の
男
に
暖
昧
に
ほ
ほ

笑
ん
だ
。
彼
は
ビ
ー
ル
を
前
に
さ
っ
き
か

ら
考
え
事
を
続
け
て
い
た
。

「
塔
そ
の
も
の
は
き
れ
い
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
。
ボ
ロ
ボ
ロ
の
塔
な
ん
で
す
よ
。
中
に

入
る
と
、
壁
が
落
ち
た
り
、
染
み
が
浮
き

出
た
り
」

男
は
上
着
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
白
い
紙

袋
を
取
り
出
し
た
。

「
薬
を
飲
む
時
間
な
ん
で
す
よ
。
三
時
間

お
き
な
ん
で
す
。
で
も
、
飲
ま
な
い
と
や

ば
い
ん
で
す
、
背
中
の
調
子
が
ど
う
も
」 ８

１
９
１

「
必
然
性
？
．
」

ビ
ー
ル
の
酔
い
で
赤
か
っ
た
益
田
の
顔

が
白
く
変
わ
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
結
婚
し
て
ま
だ
二
年
半
じ
ゃ

な
い
か
」

言
猿
さ
の
問
題
じ
ゃ
な
い
の
」

「
大
き
な
喧
嘩
だ
っ
て
し
て
な
い
し
、
結

構
う
ま
く
や
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か
」

「
で
も
、
人
生
は
一
度
し
か
な
い
っ
て
言

う
し
。
お
互
い
や
り
直
せ
る
う
ち
に
や
り

直
し
ま
し
ょ
う
よ
」

妻
は
、
式
堂
わ
り
と
言
っ
て
の
け
た
。
そ

れ
を
半
ば
冗
談
だ
と
益
田
は
受
け
取
っ
た
。

し
か
し
、
妻
は
本
気
だ
っ
た
。
翌
朝
早
く

実
家
に
戻
っ
た
ま
ま
、
彼
女
は
一
カ
月
が

た
つ
の
に
一
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ

れ
で
も
、
益
田
が
電
話
を
か
け
る
と
親
し

げ
に
話
し
た
。
気
に
入
っ
た
テ
レ
ビ
番
組

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
話
を
長
々
と
続
け
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
益
田
は
こ

れ
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
帰

っ
て
く
る
よ
う
促
す
と
、
妻
は
き
っ
ぱ
り

と
拒
ん
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
う
ち

離
婚
届
を
送
る
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
ハ
ン
コ

を
押
し
て
ね
、
と
付
け
加
え
た
。

短
篇
小
説
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4 亨

順

子
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、

男
が
益
田
の
腕
を
ギ
ュ
ッ
と
掴
ん
だ
。
猛

烈
な
力
だ
っ
た
。

「
痛
い
！
」

益
田
は
思
わ
ず
叫
ん
だ
。

「
オ
ー
バ
ー
で
す
ね
」
男
は
ほ
ほ
笑
み
な

が
ら
言
っ
た
。
「
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
だ
け
な

の
に
」男

が
手
を
離
す
と
、
掴
ん
だ
跡
が
益
田

の
腕
に
赤
い
筋
に
な
っ
て
残
っ
た
。
針
金

の
よ
う
に
痩
せ
た
男
の
ど
こ
に
そ
ん
な
力

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
、
益
田
に
は
不
思

議
だ
っ
た
。

「
失
礼
な
人
だ
な
、
あ
な
た
は
。
ま
だ
話

を
続
け
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
な
の
に
」

「
悪
い
け
ど
、
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん

I，

で
す
」

「
も
う
十
時
で
す
よ
。
今
か
ら
行
く
と
こ

ろ
な
ん
て
あ
る
ん
で
す
か
？
」

男
は
探
る
よ
う
に
益
田
を
見
た
。

ど
う
し
て
、
こ
い
つ
に
こ
ん
な
こ
と
を

尋
ね
ら
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
。
折
角

一
人
で
気
持
ち
良
く
飲
ん
で
た
の
に
。
益

田
は
沈
黙
し
た
ま
ま
、
空
に
な
っ
た
グ
ラ

ス
を
見
つ
め
た
。
そ
こ
に
は
、
パ
ブ
を
埋

め
尽
く
す
酔
っ
払
い
た
ち
の
姿
が
映
っ
て

い
た
。

「
は
は
あ
、
さ
て
は
恋
人
に
会
い
に
い
く

ん
だ
。
そ
う
な
ん
だ
」

「
違
い
ま
す
よ
」
と
、
益
田
は
言
っ
た
。

「
違
う
？
．
：
：
・
だ
ろ
う
な
。
そ
ん
な
風

に
は
見
え
な
い
し
：
・
・
・
・
そ
う
か
、
わ
か

っ
た
！
あ
れ
な
ん
だ
。
わ
た
し
と
話
を

す
る
の
が
嫌
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な

風
に
」

「
く
つ
に
そ
ん
な
」

「
だ
っ
た
ら
き
ち
ん
と
説
明
し
て
く
だ
さ

い
よ
・
わ
た
し
に
だ
っ
て
都
合
が
あ
る

ん
だ
か
ら
。
あ
な
た
の
こ
と
ば
か
り
構
っ

て
い
ら
れ
な
い
ん
だ
し
」

そ
う
言
う
と
、
男
は
真
正
面
か
ら
益
田

を
見
つ
め
た
。

「
だ
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
ら
な
い
と

：
・
・
・
・
バ
ス
が
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
に
、
明
日
は
出
張
だ
し
。
い
ろ
い
ろ
準

備
し
な
い
と
・
・
・
…
」

「
朱
礼
で
す
が
、
ご
家
族
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
よ
ね
」

男
が
わ
ざ
と
優
し
げ
な
調
子
で
言
っ
た
。

「
え
え
、
ま
あ
」
と
、
益
田
は
答
え
た
。

「
背
中
の
？
」

「
え
え
。
飲
ま
な
い
と
完
壁
に
駄
目
に
な

る
っ
て
。
悪
い
奴
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
、

言
葉
使
い
が
荒
っ
ぽ
い
ん
で
す
。
死
ぬ
ぞ
、

死
ぬ
ぞ
、
っ
て
脅
す
ん
で
す
よ
」

「
ひ
ど
い
ん
で
す
か
、
そ
の
医
者
」

男
は
、
湯
割
り
の
焼
酎
と
一
緒
に
、
三

種
類
の
異
な
っ
た
色
の
丸
薬
を
飲
み
下
し

た
。「

あ
い
つ
は
医
者
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
・
・

・
・
・
・
ま
あ
い
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し

何
の
話
を
し
て
ま
し
た
つ
け
」

「
塔
で
し
よ
」

「
で
す
よ
ね
」

男
は
笑
っ
た
。
益
田
は
目
の
前
の
ビ
ー

ル
の
残
り
を
飲
み
干
す
と
、
ち
ら
り
と
腕

時
計
に
目
を
や
っ
た
。
団
地
行
き
の
最
終

バ
ス
の
時
間
が
迫
っ
て
い
る
。
益
田
は
椅

１
９９
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ﾇ ＄ｳ ｰ

実
家
に
帰
っ
た
ま
ま
の
妻
の
顔
が
一
瞬
浮

か
ん
だ
。

「
奥
さ
ん
に
電
話
し
て
で
す
ね
、
準
備
し

て
も
ら
え
ば
…
…
そ
れ
と
も
、
何
か
頼

め
な
い
事
情
で
も
あ
る
ん
で
す
か
」

益
田
は
、
男
の
口
が
一
瞬
キ
ラ
リ
と
光

っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
別
に
な
に
も
」

益
田
は
慌
て
て
否
定
し
た
。

「
だ
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
少

し
く
ら
い
遅
く
な
っ
て
も
。
一
緒
に
塔
に

登
り
ま
し
ょ
う
」

「
駄
同
で
す
よ
」

「
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
少
し
く
ら
い

付
き
合
っ
て
く
れ
た
っ
て
。
あ
な
た
に
は

家
族
が
い
る
ん
で
し
よ
。
わ
た
し
な
ん
て

。
：
・
・
・
寂
し
い
も
の
で
す
よ
、
こ
の
歳
で

独
り
身
な
ん
て
」

「
：
：
・
・
で
も
、
そ
の
分
自
由
が
あ
る
」

「
ま
あ
ね
。
だ
か
ら
、
後
悔
は
し
て
な
い

ん
で
す
。
気
楽
に
や
っ
て
き
た
し
。
ほ
ん

と
自
由
気
ま
ま
だ
し
。
好
き
勝
手
が
で
き

る
し
。
一
緒
に
暮
ら
そ
う
が
ど
う
し
よ
う

が
、
死
ぬ
時
は
結
局
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
な
ん

だ
か
ら
。
で
す
よ
ね
」

「
』
え
↑
え
」

「
で
も
ね
、
部
屋
に
戻
る
と
、
な
ん
と
な

く
：
：
：
な
ん
て
言
っ
た
ら
い
い
の
か
な

：
…
・
人
っ
子
一
人
い
な
い
遊
園
地
に
い

る
み
た
い
な
。
客
が
い
な
い
と
遊
園
地
だ

っ
て
楽
し
く
な
い
で
し
よ
」

「
》
え
』
え
」

「
同
意
し
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
嬉
し
い

な
。
：
：
：
：
港
の
近
く
に
立
ち
入
り
禁

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
遊
園
地
が
あ
る
で

０
１
０
１
１

し
ょ
。
あ
れ
知
っ
て
ま
す
？
」

「
い
声
え
」

「
わ
た
し
し
ば
ら
く
そ
こ
に
い
た
ん
で
す
。

世
の
中
が
こ
ん
な
風
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

仕
掛
け
に
な
る
前
で
す
か
ら
骨
蛍
品
み
た

い
な
乗
り
物
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
。
あ

そ
こ
、
閉
鎖
中
な
ん
で
す
よ
。
も
う
二
年

近
く
に
な
る
か
な
。
あ
そ
こ
の
ロ
ー
ラ
ー

コ
ー
ス
タ
ー
、
昔
は
す
ご
く
人
気
が
あ
っ

て
ね
。
い
つ
だ
っ
て
行
列
が
で
き
て
た
な
。

海
に
向
か
っ
て
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
て
い

く
感
じ
が
素
敵
だ
っ
て
。
塔
は
あ
の
ロ
ー

ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
の
脇
に
あ
る
ん
で
す
。

目
立
た
な
い
け
れ
ど
。
で
も
、
残
っ
て
ま

室「
よ
さ
そ
う
で
す
ね
」

「
だ
っ
た
ら
行
き
ま
し
ょ
う
」

「
で
も
、
今
日
は
」

「
面
白
く
な
い
人
だ
な
、
あ
な
た
っ
て
。

だ
か
ら
愛
想
を
尽
か
さ
れ
る
ん
だ
」

「
↑
え
つ
？
」

「
い
え
。
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
少
し
歩
い

た
と
こ
ろ
に
自
転
車
が
何
台
も
捨
て
て
あ

り
ま
す
か
ら
。
ど
れ
か
気
に
入
っ
た
の
を

選
ん
で
乗
っ
て
け
ぱ
い
い
」

益
田
は
壁
の
丸
時
計
に
目
を
や
っ
た
。

も
う
す
ぐ
団
地
行
き
の
最
終
バ
ス
の
出
る

時
刻
だ
。
益
田
は
レ
シ
ー
ト
を
手
に
立
ち

あ
が
っ
た
。
男
も
続
い
て
立
ち
上
が
っ
た
。

「
あ
れ
、
バ
ベ
ル
っ
て
呼
ん
で
る
ん
で
す
」

支
払
い
を
し
て
い
る
益
田
の
後
ろ
か
ら

男
が
言
っ
た
。

「
何
が
で
す
？
」

「
だ
か
ら
、
塔
で
す
よ
。
さ
っ
き
か
ら
話

し
て
る
で
し
よ
。
後
ろ
の
空
き
地
に
は
五

＆
】－戸一一イユム

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



本
の
高
い
木
が
生
え
て
る
ん
で
す
。
さ
っ

き
も
説
明
し
た
で
し
よ
」

「
い
い
》
え
」

「
嘘
だ
。
さ
っ
き
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

私
の
話
を
聞
い
て
な
い
ん
だ
。
自
分
の
こ

と
に
し
か
興
味
が
な
い
。
だ
か
ら
、
家
族

と
も
う
ま
く
い
っ
て
な
い
。
そ
う
で
し
よ
。

そ
う
い
う
タ
イ
プ
な
ん
だ
」

壷
遅
い
ま
す
よ
」

「
そ
う
か
な
」

「
と
に
か
く
、
帰
ら
な
い
と
。
そ
れ
に
、

な
ん
て
言
っ
た
か
な
、
バ
ブ
ル
？
そ
ん

な
の
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

「
あ
な
た
が
知
ら
な
い
だ
け
で
し
よ
。
自

分
が
知
ら
な
い
か
ら
っ
て
：
：
：
。
つ
ま

り
、
わ
た
し
が
い
い
加
減
な
こ
と
を
話
し

て
る
っ
て
内
心
思
っ
て
る
。
そ
う
で
し
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
」

「
と
に
か
く
、
時
間
が
な
い
ん
だ
」

雨
脈
だ
な
あ
。
時
間
、
時
間
っ
て
」

益
田
は
男
を
無
視
し
て
、
パ
ブ
の
一
扉
を

押
し
た
。
男
も
す
ぐ
後
に
続
い
た
。

「
本
当
に
興
味
は
な
い
ん
で
す
か
。
塔
に

上
れ
ば
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
美
し
い

か
ら
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。
バ
ス
が
見

え
な
く
な
る
と
、
男
は
深
い
溜
め
息
を
吐

い
た
。惜

し
い
こ
と
を
し
た
な
。
せ
っ
か
く
、

塔
の
屋
上
で
あ
の
男
の
妻
が
待
っ
て
る
っ

て
い
う
の
に
。

男
は
そ
っ
と
自
分
の
一
眉
に
手
を
触
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
古
び
て
干
か
ら
び
た
羽
が
二

つ
生
え
て
い
た
。

今
←

海
が
見
れ
る
の
に
。
そ
れ
に
：
．
．
：
」

「
ｏ
ｏ
Ｄ
ｐ
Ｄ
Ｄ
」

「
ど
う
し
て
も
行
く
ん
で
す
か
。
そ
ん
な

こ
と
で
い
い
ん
で
す
か
ね
。
わ
た
し
、
話

の
途
中
で
腰
を
折
ら
れ
る
と
、
妙
に
悲
し

く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。
な
ん
た
っ
て
見

て
の
と
お
り
の
境
遇
だ
か
ら
。
若
作
り
は

し
て
る
け
ど
、
見
か
け
よ
り
ず
っ
と
歳
も

と
っ
て
る
。
そ
ん
な
人
間
を
助
け
よ
う
っ

て
気
が
あ
な
た
に
は
な
い
ん
で
す
か
」

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
」

「
も
し
、
わ
た
し
を
助
け
る
気
が
あ
る
の

な
ら
、
一
緒
に
あ
の
塔
ま
で
行
き
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
な
た
だ
っ
て
き
っ

と
満
足
す
る
は
ず
で
す
よ
」

「
悪
い
け
ど
、
僕
で
な
く
て
誰
か
他
の
」

「
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
な
。

あ
な
た
で
な
き
ゃ
」

益
田
は
男
の
言
葉
を
無
視
し
て
速
足
で

バ
ス
停
に
向
か
っ
た
。
停
留
所
が
見
え

る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
最
終
バ

ス
は
発
車
し
よ
う
と
す
る
寸
前
だ
っ
た
。

彼
は
手
を
振
り
な
が
ら
、
待
っ
て
く
れ
！

と
大
声
で
叫
ん
だ
。
顔
馴
染
み
の
運
転
手

は
益
田
の
姿
に
気
づ
き
、
バ
ス
の
発
車
を

遅
ら
せ
た
。
益
田
は
息
を
切
ら
せ
な
が
ら

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

席
に
座
る
と
、
益
田
は
ほ
っ
と
息
を
つ

い
た
。
助
か
っ
た
、
変
な
男
に
捕
ま
っ
た

け
れ
ど
、
な
ん
と
か
や
り
す
ご
せ
た
し
、

最
終
の
バ
ス
に
も
間
に
合
っ
た
。
今
日
は
、

ま
あ
ま
あ
の
一
日
だ
な
、
と
益
田
は
思
っ

た
。

そ
ん
な
益
田
の
姿
を
、
男
が
ピ
ル
の
陰

１
１０
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